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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
密閉容器内に圧縮機構と、前記圧縮機構を駆動するための電動機と、前記電動機の回転力
を前記圧縮機構に伝達するためのクランク軸と、前記圧縮機構に冷媒ガスを吸入する吸入
経路と、前記クランク軸を支持する下軸受けとを備えた密閉型圧縮機において、
前記下軸受けの外周と前記密閉容器との間の空間で、かつ、少なくとも前記吸入経路の下
方部には、オイルを吸着する多孔質介在物が設けられていることを特徴とする密閉型圧縮
機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、業務用または家庭用、あるいは乗り物用の冷凍空調、あるいはヒートポンプ
式の給湯システムなどに用いられる密閉型圧縮機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、空調装置や冷却装置などに用いられる圧縮機は、一般に、ケージング内に圧縮機
構部とその圧縮機構部を駆動する電動機部を備えており、冷凍サイクルから戻ってきた冷
媒ガスを圧縮機構部で圧縮し、冷凍サイクルへと送り込む役割を果たしている。一般的に
、ケージング内にて圧縮機構部へ冷媒ガスを導く際に、受熱を抑制するために様々な断熱
方法がとられてきた。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－３６７４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　吸入時の冷媒ガスの受熱により、圧縮時の体積効率が低下する課題において、従来の技
術においては金属部品からの断熱を抑制するために、吸入経路周辺の金属材料を減らした
り、吸入ガス自体が断熱効果を発揮できる構成にしたりしていた。
【０００５】
　そこで本発明は、圧縮機の体積効率を高め、より、高効率な密閉型圧縮機を提供するこ
とを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の密閉型圧縮機は、密閉容器内に圧縮機構と
、前記圧縮機構を駆動するための電動機と、前記電動機の回転力を前記圧縮機構に伝達す
るためのクランク軸と、前記圧縮機構に冷媒ガスを吸入する吸入経路と、前記クランク軸
を支持する下軸受けとを備えた密閉型圧縮機において、前記下軸受けの外周と前記密閉容
器との間の空間で、かつ、少なくとも前記吸入経路の下方部には、オイルを吸着する多孔
質介在物が設けられていることを特徴とするものである。
【０００７】
　これにより、オイルによる断熱効果により、冷媒ガスの受熱を抑制できるため、体積効
率を高めることができる。
【発明の効果】
【０００８】
　本実施の形態によれば、密閉容器内に存在するオイルが、前記多孔質材料介在物の中に
オイルが存在するため、オイルによる断熱効果により、冷媒ガスの受熱を抑制できるため
、体積効率を高めることができ、高効率な密閉型圧縮機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の形態１における密閉型圧縮機の縦断面図
【図２】本発明の実施の形態１における吸入経路周辺の主要部拡大断面図
【図３】本発明の実施の形態２における吸入経路周辺の主要部拡大断面図
【図４】本発明の実施の形態３における吸入経路周辺の主要部拡大断面図
【図５】本発明の参考例１における吸入経路周辺の主要部拡大断面図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　第１の発明は、密閉容器内に圧縮機構と、前記圧縮機構を駆動するための電動機と、前
記電動機の回転力を前記圧縮機構に伝達するためのクランク軸と、前記圧縮機構に冷媒ガ
スを吸入する吸入経路と、前記クランク軸を支持する下軸受けとを備えた密閉型圧縮機に
おいて、前記下軸受けの外周と前記密閉容器との間の空間で、かつ、少なくとも前記吸入
経路の下方部には、オイルを吸着する多孔質介在物が設けられていることを特徴とする密
閉型圧縮機である。
【００１１】
　この構成によれば、多孔質介在物にはオイルが吸着しているため、周囲の高温高圧の冷
媒から吸入経路を経て吸入冷媒ガスへの受熱を抑制することができるため、圧縮における
体積効率向上を図る事ができるため、圧縮機の高効率化が図れる。
【００１２】
　また、この構成によれば、介在物中のオイルの流動性が低下するため、オイルの流れに
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よる熱の拡散を抑制する事ができる。
【００１３】
　また、この構成によればオイルによる断熱を構成する形態において、オイルを滞在させ
るための特別な空間を構成する必要がないため、小さな空間においても構成することがで
きる。
【００１４】
　また、多孔質介在物に含まれるオイル量により、潤滑に必要なオイル量が低減すること
を極力避けることができるため、オイル量が圧縮機構内に不足することを妨げない範囲内
で、吸入ガスへの受熱を抑制し、高い体積効率を得る事ができるため、圧縮機の高効率化
が図れる。
【００１５】
　また、この構成によれば、オイル及び冷媒ガスの圧縮機内での循環を抑制しないため、
オイル及び冷媒ガスによる圧縮機構及び電動機の冷却効果を妨げないため、電動機部の効
率低下を抑制することができる。
【００１６】
　この構成によれば、圧縮冷媒ガスの循環等によるオイルの巻き上げを抑制することがで
きる。
【００１７】
　このため、オイルがサイクル内に出ていく事を抑制することができるため、冷凍サイク
ルの高効率化が図れる。
【００１８】
　また、この構成によれば圧縮機内を循環しているオイルをより多孔質介在物に取り込む
事ができる。
【００１９】
　このため、オイルを滞在させる事が容易になるため、吸入ガスへの受熱が抑制され、体
積効率向上が図れるため、圧縮機の高効率化が図れる。
【００２０】
　この構成によれば、多孔質介在物の固定に特別な固定方法を用いる必要がない。
【００２１】
　このため、組立性の上からも構成が簡略化される。
【００２２】
　以下、本発明の実施の形態において、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００２３】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の第１の実施の形態における密閉型圧縮機の断面図を示すものである。
【００２４】
　図１に示す様に、本実施の形態による圧縮機は密閉容器１内に、冷媒ガスを圧縮する圧
縮機構部２と、圧縮機構部２を駆動する電動機部３を備えている。
【００２５】
　圧縮機構部２に、密閉容器外部へ通じる吸入管４より、冷媒ガスを供給する吸入経路５
が存在し、圧縮機構部２は溶接もしくはカシメにおいて密閉容器１へ固定されている。
【００２６】
　吸入ガスは、圧縮機構６により圧縮され密閉容器１内へと吐出され、密閉容器１内は圧
縮された冷媒ガスによって満たされた状態である。圧縮された冷媒ガスは吐出管７より冷
凍サイクルへと吐出される。
【００２７】
　そして、吸入経路５周辺に多孔質介在物８を設けている。運転中には介在物はオイルを
含んだ状態となる。オイルを含んだ介在物は、金属や冷媒よりも熱伝達率が低いため、周
囲に存在する高温の冷媒から吸入経路への断熱効果が得られる。
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【００２８】
　図２は図１における吸入経路周辺の主要部拡大断面図である。
【００２９】
　本実施の形態による圧縮機は、吸入経路５周辺に、多孔質介在物８を設けている。より
具体的には、下軸受け１６の外囲に多孔質介在物８を設けている。
【００３０】
　なお、吸入経路付近とは、吸入経路５を覆うように多孔質介在物８を設けることも含ま
れる。多孔質介在物８には、密閉容器１内を循環するオイルが吸着されて滞在している。
これにより、周囲の高温高圧冷媒ガスと吸入経路５の間に断熱効果を設けることができる
。
【００３１】
　（実施の形態２）
　図３は、本発明の第２の実施の形態における吸入経路周辺の主要部拡大断面図である。
【００３２】
　本実施の形態の基本的な構成は、実施の形態１と同一であるので説明を省略する。本実
施の形態では、多孔質介在物８を、吸入経路５近辺にのみ配置している。より具体的には
、下軸受け１６の外周および吸入経路５に相当する箇所近辺に、多孔質介在物８を配置し
ている。
【００３３】
　多孔質介在物８の配置位置を、吸入経路５近辺に限定することで、吸入経路５以外の範
囲では、冷媒ガスとオイルの流動性を阻害することがない。
【００３４】
　（実施の形態３）
　図４は、本発明の第３の実施の形態における圧縮機構周辺の主要部拡大断面図である。
【００３５】
　本実施の形態の基本的な構成は、実施の形態１と同一であるので説明を省略する。
【００３６】
　本実施の形態では、多孔質介在物８を、密閉容器１全周に配している。
【００３７】
　多孔質介在物８を、密閉容器１全周に配することで、冷媒ガスによるオイルの巻き上げ
を抑制することができる。
【００３８】
　（参考例１）
　図５は、本発明の第１の参考例における２気筒回転式圧縮機の圧縮機構周辺の主要部拡
大断面図である。
【００３９】
　本参考例の基本的な構成は実施の形態１と同一であるので説明を省略する。
【００４０】
　図５に示すように、２気筒回転式圧縮機では、密閉容器１の内部に圧縮機構６を駆動す
る電動機が固定され、この電動機に圧縮機構６を駆動するクランク軸９が結合されている
。圧縮機構６は、クランク軸９によって駆動されるローラ１０と、円筒状気筒であるシリ
ンダ１１と、ローラ１０に当接してシリンダ１１内を吸入室と圧縮室を仕切る仕切り板１
２と、２つのシリンダ１１に当接して圧縮室を上下に分けるナカイタ１３および上下のシ
リンダ１１の両端面を保持する端板１４にて構成されている。ここで、端板１４はクラン
ク軸９を保持する軸受けも兼ねる主端板１４ａと、補助端板１４ｂとにより上下から挟み
込むように配設されている。シリンダ１１には吸入孔が具備されている。
【００４１】
　本参考例では、多孔質介在物８を、上下のシリンダ１１の間かつナカイタ１３の周囲に
設けるものである。
【００４２】
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　この構成により、多孔質介在物８はシリンダ１１に挟まれるため、特別な固定方法なく
とも固定されるものである。
【産業上の利用可能性】
【００４３】
　以上のように、本発明にかかる密閉型圧縮機は、圧縮機の高効率を達成することにより
、サイクル全体の効率を向上させることで、ＨＦＣ系冷媒、ＨＣＦＣ系冷媒および二酸化
炭素を用いた空調用圧縮機やヒートポンプ式給湯機用圧縮機などの用途に適用できるため
、省エネルギーの観点からも実用を期待できる。
【符号の説明】
【００４４】
　１　密閉容器
　２　圧縮機構部
　３　電動機部
　４　吸入管
　５　吸入経路
　６　圧縮機構
　７　吐出管
　８　多孔質介在物
　９　クランク軸
　１０　ローラ
　１１　シリンダ
　１２　仕切り板
　１３　ナカイタ
　１４　端板
　１４ａ　主端板
　１４ｂ　補助端板
　１６　下軸受け
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